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要　旨
　女性の健康問題とセルフケアのあり方を学ぶ講義の中で、コンドームスキル演習を導入し、その教育効
果について報告する。対象は A 女子大学文系学部に在籍し、当講義を履修していた学生 132 名である。コ
ンドームスキル演習を実施した後に、学生が自由記述した感想を分析した。約半数の学生は、「実際に体験
できて、いい勉強になった」「自分を守るために大切なことである」「男性任せでなく女性も知っておくべ
きことである」「有益な学びが出来た」など肯定的な感想を述べていた。その他、コンドーム自体に関する
感想やコンドームを男性器模型に装着したことへの感想などがあった。学生はコンドームスキル演習によ
り、コンドーム取り扱いの注意点や正しい装着の難しさから、確実な避妊について考える機会となっていた。
加えて、コンドームによる避妊の主体性のあり方、性交相手となる男性に対する姿勢、自分自身を守るこ
とへの自覚など、多くの学びを得ていた。また、少数ではあるが、性交に対する忌避感や演習への羞恥心
を記した感想があった。コンドームスキル演習を取り入れた講義は、多くの学生にとって有益であったが、
性交に関する事柄に対して抵抗感が強い者が存在することを考慮した講義運営が必要であると示唆された。
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Ⅰ．はじめに
　世界各国で実施されている避妊法は様々である
が、日本においてはコンドームによる避妊が非常
に多い。2014 年の「第 7 回男女の生活と意識に関
する調査」によると、性交の際に避妊を行ってい
る女性の 85.5％がコンドームを使用している 1）。
コンドームの使用は増加傾向にあり、第１回調査
（2002 年）の 70.8％から 14.7％増となっている。コ
ンドームは一般的な使用をした場合、1 年間の失
敗率（妊娠率）は 15％とやや高いものの、適切な
使用をした場合は 2％であり、高い避妊効果が得
られる 2）。また、性感染症予防のためにも、コンドー
ムの正しい使用が最も有効な方策の一つであると
いわれており、そのためコンドームがあまり普及
していない欧米諸国でも、性感染症予防のためコ
ンドームの使用を積極的に推進している 3）。我が
国の高いコンドーム使用率を維持するために、性
教育でコンドームについての教育を行うことは効
果的である 4）とされている。
　そこで、助産師であり大学教育の一端を担う者
として、文系学部に在籍する女子大学生に対し、
コンドームの管理方法や装着の手技など、知識だ
けでなくより具体的なコンドームスキルを導入し
た教育実践を行った。受講した学生の感想より、
どのような教育効果が期待できるのかについて報
告する。
Ⅱ．教育実践方法
1．対象者
　A 女子大学文系学部に在籍し、研究者が担当す
1）四條畷学園大学看護学部　Faculty of Nursing，Shijonawate Gakuen University
2）甲南女子大学看護リハビリテーション学部　Konan Women's University
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る講義を履修した学生 205 名のうち、調査協力へ
の同意が得られた 132 名である。
2．講義の概要
　文系学部の主に１年次生を対象とした前期開講
の選択科目であり、15 回１単位の講義である。講
師は看護学部に所属する教員３名がオムニバスで
担当し、３名とも助産師である。講義では現代女
性の健康問題を取り上げ、自身の心と身体に関心
を持ち自分の健康を自己管理できるようになるこ
とを主なねらいとした。
　毎回の講義の始めに、講師がテーマを提示し、
学生はそれに対する自分自身の考えや意見を自由
記述し提出（10 分間）としていた。同時に講義に
対する質問を設けており、翌週、質問に対しての
回答を行う双方向的な講義としていた。なお提出
する用紙は出席表を兼ねていたため記名式として
いた。
3．コンドームスキル演習を取り入れた講義
　コンドームスキル演習は第 5 回「産む性の責任：
望まない妊娠を避けるために」で実施した。初め
に日本における避妊法の特徴、ライフステージに
おける避妊法の適性、避妊の失敗率などを講義し、
その後にコンドームスキル演習を実施した。コン
ドームスキル演習は、①コンドームの適正な使用
方法、使用上の注意点などについての説明、②講
師によるコンドームスキルのデモンストレーショ
ン、③学生によるコンドームスキル演習の実施（学
生全員にコンドームと男性器模型を配布、コンドー
ムの取り出し、手にとっての確認作業、男性器模
型への装着と取り外し、コンドームの後始末）に
ついて実施した。
　翌週、講義を履修している学生は講義の始めに
『コンドームスキル演習を実施した感想』を記述し
提出した。なお、本講義でのコンドームスキル演
習は男性器にコンドームを装着し女性器に挿入す
る「性交」を前提としている。そのため、学生の
記述で使用されている「性行為」や「性交渉」といっ
た語句は「性交」で統一した。
4．倫理的配慮
　学生には、1．調査目的、2．記述された内容は
個人が特定されないようにデータ処理をすること、
3．調査への協力は自由であり成績評価には関係し
ないこと、4．調査結果を実践報告として発表する
ことについて、口頭及び書面で説明し、同意書の
提出をもって同意を得たものとした。なお、実施
に際しては、Ａ女子大学研究倫理委員会の承認を
得た。
Ⅲ．結　果
1．対象者の概要
　対象者 132 名の内訳は、1 年生 122 名（92.4%）、
2 年生 6 名（4.5%）、3 年生 2 名（1.5%）、4 年生 2
　　表1　具体的な講義スケジュール
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名（1.5%）であった。
2．コンドーム自体に関する感想（図1）
　コンドームそのものの感想を書いていたのは 53 
名（40.2%）であった。内容は、ヌルヌル・ネバネ
バするなどコンドームの感触（30 件）、ゴム臭い（8
件）、薄い（15 件）、破れそう（13 件）、気持ち悪い（28 
件）であった。53 名の中で、7 名は単なる感想の
みであったが、46 名は『想像以上に薄く破れやす
そう、だから絶対に避妊が出来る訳ではないこと
が分かった。』『ヌルヌルして実際にモデルに付け
ることは難しかった。授業では部屋が明るかった
ので付けることが出来たが、本当に性交するとき
に暗かったりしたら上手く出来るのか少し不安に
なった。』『臭くてヌルヌルしていて気持ち悪いと
思った。でも実際はそんなこといってられないと
思う。普段練習する機会はないので、いい経験が
出来た。』など、コンドームに対する感想から自身
の考えや気づきまでを記述していた。
3．コンドーム装着に関する感想
　コンドームを男性器模型に装着した感想を書い
ていたのは 38 名（28.8%）であった。30 名は装着
が難しかった、上手く装着できなかったとし、8
名は簡単だったとしていた。装着が難しかったと
した者は、『注意することが多く、付けるのも難し
かった』『空気を抜いて付けることがあまり上手く
出来なかった』『コンドームを正しく付けるのは難
しいと感じた』など、ただ単に装着するだけでな
く注意点を守った上で正しく装着することの難し
さに気付いていた。簡単だったとした者は『案外
と簡単だった。簡単なことなのに、きちんと付け
ずに、男性が無責任だと望まない妊娠をしてしま
うのだと思った。』『実践してみて思ったより簡単
だったが、任せっきりは良くないと思った。』など、
コンドームを装着する男性への思いや男性に一任
することへの危うさを述べていた。
4．肯定的な受講の感想（表2）
　コンドームスキル演習を受講し、有益な学び
が出来たなど肯定的な感想を記述した者は 66 名
（50.0%）であった。内容は、1）実際に体験できて
いい体験になった、2）自分を守るために大切なこ
とである、3）男性任せでなく女性も知っておくべ
きである、4）コンドームの使用について正しい知
識を学べた、5）不安の解消になった、に分類する
ことができた。
1 ）実際に体験できていい勉強になった（36 例）
学生の感想から、今回のコンドームスキルの
ような演習経験の有無は確認できなかったが、
情報・知識レベルでのコンドームをスキルと
して体験したことを大切なこと、貴重なこと
などと捉えていた。
2 ）自分を守るために大切なことである（14 例）
コンドームスキル演習により、避妊・性感染
症予防のためのコンドームを再認識していた。
自分の身体を自分で守るために、性交時にコ
図1　コンドーム自体に関する感想
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ンドームを装着するべきであるという考えに
至っていた。
3 ）男性任せでなく女性も知っておくべきことで
ある（11 例）
実際にコンドームを装着するのは男性である
ため、男性に責任がありコンドームの装着や
管理は男性任せという考えを改めていた。コ
ンドームの装着や管理を相手任せでなく女性
も気にかけるべき、女性も責任の一端を担う
べきとの考えに至っていた。
4 ）コンドームの使用について正しい知識を学べ
た（6 例）
コンドームの正しい使用方法を学ぶことは男
性だけでなく女性にとっても大切で必要なこ
とであると認識していたが、具体的に学ぶ機
会に出会えていなかった。そのため、今回の
コンドームスキル演習は、学生の学びのニー
ズと一致したものとなっていた。
5 ）不安の解消になった（3 例）
コンドームについて親や友人に質問すること
ができずに不安に思っていたり、触ったり熱
かった
　　表2　コンドームスキル演習に対する肯定的な受講の感想（複数回答）	 n=66 名
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りしたことがないため不安に感じている学生
が存在した。これらの学生にとっては、コン
ドームに関する正しい知識の提供と演習に
よって、抱いていた不安の解消につながって
いた。
5．コンドームを装着する男性への思い（17名）
　実際にコンドームを装着する男性に対して様々
な思いを抱いていた。最も多かったのが、『彼氏に
付ける自信はない。だから彼氏は付けるのが当然
の人でないと私は自分を守れないと思った。
　コンドームを正しく付けるのは難しいと感じた。
実際使用している人で、正しく付けることが出来
ている人はいるのか疑問に思う。』、『コンドーム
を付けることは男性の役目だと思うが、付け方を
間違えてそのまま妊娠してしまわないように、女
性もこのような知識を得ておくことは良いと思っ
た。』、『女性が自分の身は自分で守ることは大事だ
が、やはりモラルとしてのコンドーム装着を男性
にもっと考えてもらいたいと思う。』など、正しい
知識、技術を持ってコンドームを付けて欲しいと
いう男性への希望であった。
　その他、『実施するだけで避妊できるのに、何故
拒む男性がいるのかなと思った。』とコンドーム装
着を拒否する男性に対して疑問を呈する者、『男性
はこの知識をどこから得ているのか不思議に思っ
た。』と男性がコンドームスキルを学習する機会に
ついて疑問に思っている者、『性交をするときが来
たら、彼氏に避妊することを言いたい。』とコンドー
ム装着を要求する意志を強く持った者などであっ
た。
6．性交への忌避感（2名）
　2 名と少数であったが、性交に対しての忌避感
のみを記している者がいた。1 名は、『あまり触り
たくなかったし、気持ち悪かった。慣れてないの
で使いにくかった。コンドームは女性が付けるの
ではなく、男性自身でやるべきだと思う。避妊す
るなら性交をしない方が良いと思うし、コンドー
ムは使いにくくて失敗すると思う。』と性交の意義
を生殖性に限定して捉えていた。もう 1 名は、『正
直気持ち悪かった。絶対に入らないと思った。』と
男性器模型から想像したであろう現実的な性交へ
の忌避感を抱いていた。
Ⅳ．考　察
1．大学生を対象とした性教育
　一般的に、大学は高校までの学生生活に比べ講
義の選択や服装、アルバイトなど自由度が格段に
増し、男女交際を含めた交友関係の広がりから性
行動も活発になってくる。大学生を数見 6）は「性
的に自立する自己決定の年代」としており、性を
より身近に考える機会の増える大学生の時期に行
う性教育は、学生にとって身近で現実的な内容と
なり、より高い効果が期待できると考える。実際に、
今回のコンドームスキルを受講した学生の半数が、
有益な学びが出来たなど肯定的な感想を述べてい
た。また、医療系学部と異なり性に関する正確な
知識を得る機会が少ない文系学部の学生が対象で
あることも意義があると考える。日本における未
婚女性の年代別性交経験率の推移をみると、10 歳
代（18 ～ 1 歳）は 20.5％と未経験者の割合が高い。
しかし、20 歳代前半（20 ～ 24 歳）では 48.9％と、
性交経験率が急増している 5）。最初の性交経験時
よりコンドームを装着することで、避妊、性感染
症予防の効果が期待される 4）ため、コンドームス
キル演習を含めた性教育は性交を経験する前、遅
くとも大学１年生までに行うことが望ましいと考
える。
2．コンドームスキル演習による学び
　学生は、コンドームを実際に触りモデルに装着
することで、コンドームの薄さ、爪での破損に気
を付けなければならないこと、付着しているゼリー
がヌルヌルして滑りやすいこと、裏表があること、
などの注意点があること、それらの注意点を守っ
た上での装着の難しさを実感していた。知識だけ
を提供する性教育よりも、具体的なスキルを取り
入れた演習による教育の方が有効であることは以
前より報告されている 7）8）9）。実際に、学生はコン
ドームスキルを学習したことによって、コンドー
ムによる避妊の主体性のあり方、コンドームを装
着する男性への思い、自分自身を守ることへの自
覚など、様々な気付きを得ていた。
　コンドームが避妊の主流である日本において、
避妊は男性が主体的に取り組むべきとする意識が
多くを占めている 10）。今回の感想からも『コンドー
ムの使用に関しては男性に責任があると思ってい
た。』『コンドームを付けることは男性の役目』『コ
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ンドームは男性がするものだから自分が触るとか
考えていなかった。』など、コンドームによる避妊
は男性が主体であるとの考えが多数であった。た
だ、コンドームを使用しない性行為の結果、生じ
る不利益は妊娠にしても性感染症にしても、男性
より女性の方が甚大である。男性は性行動への興
味や関心は高いが避妊や性感染症などへの意識は
低く、性行動に伴うリスク対処への意識が低い 11）
とされており、コンドームへの使用行動やニーズ
には男女差があり 12）13）14）15）16）、概して男性の方
が女性よりもコンドームの使用には消極的である。
　今回の感想から、コンドームによる避妊を男性
だけに任せるのでなく、女性も知識や技術を知る
べきであるという避妊に対する意識の高まり、自
分の身は自分で守るという性行動に伴う責任の高
まりが認められた。
　コンドームの装着や所持に関してであるが、『相
手任せでなく女性である自分が装着できるように
なりたい』『コンドームは男性が管理するだけでは
いけないと再確認した。』と、より積極的に避妊の
主体を担おうとする感想がみられた。コンドーム
の使用に影響を与える因子として、男女差以外に、
コンドームを付けるタイミングがあり、タイミン
グを逃さずに女性がコンドームを付けるというス
キルはコンドーム使用率を上げると報告されてい
る 17）。また、装着のタイミング以外にも、コンドー
ム所持の有無が使用率に影響しているとされてい
た。今回の講義では、コンドームに関する知識と
スキルに重点を置いていたが、女性がコンドーム
を所持し適切なタイミングで装着すること等、よ
り積極的なコンドームへの関与、すなわち女性が
主体的に使用することについても講義内容に含め
ることを考えてみたい。
　男性に対しては、『コンドームを付けるのが当然』
『モラルとしてコンドームを付けるべき』など、コ
ンドーム装着が性交をする上での必要条件として
おり、『性交をするときは彼氏に避妊することを言
いたい。』と避妊の意思表示を明確に行うとした記
述がみられた。男性との関係性によっては、女性
がコンドーム装着を希望しても男性の協力が得ら
れない場合がある 13）18）。また、コンドームの使用
頻度が低い男性は、高い男性よりも過去の性交相
手の人数が多く、愛情のない性交を容認し、性交
に対して開放的であるとされている 14）。性交相手
が多いほど性感染症のリスクが高くなることは周
知の事実である。コンドームを使用した性交を確
実にするためには、女性が確固たる意志を持って
相手に交渉、要求することが大切である。正しい
知識、技術を得ることは無責任で危険な性行動に
ブレーキをかけることにつながると考える。
3．性交への忌避感
　人間の性には、生殖性以外にも快楽性や連帯性、
親密性など様々な意義があるが、性に関する事柄
に対して抵抗感が強い者が存在するのも事実であ
る 19）。「第７回男女の生活と意識に関する調査」1）
によると、『性交渉することに、「関心がない＋嫌
悪している」割合』は 16 ～ 19 歳女性で 65.8％と
半数以上を占めている。この年代は性行動が活発
になりつつある一方で、身近に感じる性交への嫌
悪感を抱く者も多い、いわゆる‘間の世代’であ
ることに留意する必要がある。今回、性交に対す
る忌避感のみを記していたのは 132 名中２名と少
数であった。これは、コンドームスキル演習を実
施する以前に、月経を含めた女性の身体と生理、
女性のライフサイクル、妊娠・出産・子育てや避
妊など、産む性としての責任のあり方についての
講義がなされており、ある程度、学生のレディネ
スが整っていたからであると考える。また、性交
への忌避感を抱いたとしても、後に続く講義で十
分にフォローすることが可能であった。もし、性
教育として単発の講義である場合は、学生のレディ
ネスが整っておらず、後のフォローもしにくい状
況も考えられるため、十分な注意が必要である。
　また「恥ずかしい」と記述した者が 2 名存在した。
今回、女子大学だったため、受講者は女性のみで
あり、リアルなイメージを喚起する男性器模型と
コンドームを使用しても真面目に演習を行ってお
り、多くの学びを得ていた。性に関する事項は羞
恥心を伴うため、講義の環境は重要である。
　思春期にある男性は自意識が高く性的に興奮し
やすいため、落ち着いて真面目に考えることが難
しい 19）ため、受講者が男女混合の場合は、今回の
ようなコンドームスキル演習を含めた講義は実施
が難しいと思われる。
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Ⅴ．おわりに
　女子大学生を対象にコンドームスキル演習を交
えた講義を行った結果、コンドームによる避妊の
主体性のあり方、性交相手となる男性に向き合う
姿勢、自分自身を守ることへの自覚など学生は多
くの学びを得ており、概ね肯定的に受け止められ
ていた。なかには性交への忌避感や講義への羞恥
心を示した者が存在した。大学 1 年生という年代、
医療系学部と異なり性的な事柄について触れるこ
との少ない文系学部であることから、講義の環境
や学生のレディネス、講義後のフォローには十分
留意する必要があることが示唆された。今後も教
育に関わる助産師として、助産実践から得られた
性行動や避妊、妊娠・出産、性感染症など現実的
な情報や知識・技術を活かした教育を実践してい
きたい。
（本報告の一部は、第 53 回日本母性衛生学会学術
集会にて発表した）
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